
○ 新規発電所の建設 ㉖越百のしずく発電所（R7.7運転開始予定）

〇基幹発電所等の大規模改修 ②春近発電所（R7.4運転再開予定） ➀美和発電所（R7.5運転再開予定） ㉓豊丘ダム発電所（R7.7運転再開予定）

新規電源開発の状況等について

１ 企業局発電所の状況（令和7年度）

資料５



２ 建設中、改修中の発電所の状況

令和7年７月運転再開予定
（年間発電電力量＋423千kWh）

企業局初
新型フランシス水車

豊丘ダム（須坂市）

１号機(手前)の発電機組立

美和（伊那市）

令和7年５月運転再開予定
（年間発電電力量 ＋3,693千kWh）

初回転試験

春近（伊那市）

令和7年4月運転再開予定
（年間発電電力量 ＋4,176千kWh）

≪令和７年度に完成又は運転開始（再開）を予定≫ ≪工事中≫

越百のしずく（飯島町）

水車発電機据付中

令和7年７月運転開始予定

（建設中） （改修中）
湯の瀬いとおしき（長野市）

放水路建設中

発電所

放水路

湯の瀬ダム

令和８年度中の運転開始予定

中田切川地点（駒ケ根市）

トンネル掘削中

発電所側坑口

令和10年度中の運転開始予定

菅平小水力（上田市）

令和7年７月完成、令和8年4月運転開始予定
引渡し後は神川沿岸土地改良区から管理を受託予定

※土地改良区（農政部）
からの受託工事

発電所

発電所建屋建設中



３ 新たな電源開発の調査及び市町村の導入支援

（２）市町村の導入支援

木祖村 高森町

（令和６年度）
・流量調査結果を元に簡
易な事業性評価を実施

・地元関係者と協議を開
始

（令和7年度）上記に加え飯山市、飯島町の開発について支援を予定

（今後の予定）
・村の工事発注に対する
技術的及び事務的な支
援を予定

（令和６年度）
・流量調査結果を元に簡
易な事業性評価を実施

（今後の予定）
・流量調査を継続すると
ともに、発電所建設の
実施主体について町と
協議を予定

（１）候補地点の流量調査及び事業性評価

（令和7年度）流量調査を10か所、発電計画の経済性を確認する事業性評価を6か所で計画

今後も県内各地で開発候補地を網羅的に調査し、新規電源開発の加速化を図る予定

≪流量調査計画地点の例≫ ≪事業性評価計画地点の例≫

安曇野市烏川 須坂市米子川阿智村園原川 南牧村湯川



ア 設置場所 上伊那郡飯島町

イ 運転開始予定 令和７年７月

ウ 諸元

エ 特徴

・既設の与田切発電所上流のきれいな水を利用して発電

・荒れ川で出水の度に水が濁る与田切川支流のオンボロ沢を

バイパスすることで、下流にある与田切発電所の発電量の

増加、飯島町水道用水の維持管理負担の低減を図る

オ 名称

・地元小中学生から公募により決定

・与田切川が越百山から発することにちなんで、

「小さな一滴が大きなエネルギーになることを願って」命名

最 大 出 力 1,500kW

使 用 水 量 1.8m3/s

有 効 落 差 108.54m

年間発電電力量 5,500千kWh(約1,500世帯分)

➀取水口 ②水圧管路 ③水車発電機

（１）発電所の概要

４ 越百（こすも）のしずく発電所について

（２）電力供給方法

・「追加性電源」(※１)という新たな環境価値を持つ再エネ電力を必要

とするRE100加盟企業などの需要家にＰＰＡ方式(※２)で供給

（全国の公営電気では初の取り組み）

・供給先となる需要家と小売電気事業者をセットで、プロポーザル

方式で公募し、セイコーエプソン(株)・中部電力ミライズ(株)を選定

※１ 運転開始から15年以内の再エネ発電所で発電された電力

※２ 発電事業者と電力の購入者（需要家）が、電力供給に係る契約を

直接締結。実際の電力は小売り電気事業者を介して供給

セイコーエプソン(株)越百のしずく発電所

≪ＰＰＡのイメージ図≫

中部電力ミライズ(株)

発電所建屋


